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トピックス　　　　　

　

　春の到来が待ち遠しい季節ですが、地元の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶
び申し上げます。また、平素よりダム建設工事に格段のご理解とご協力を頂きまして有難うござい
ます。
　昨年春に堤体コンクリートの打設を完了して以来、貯水池対策工事を進めております。貯水池対
策工事のうちコンクリートフェーシングにつきましては、下記のトピックスにも記載のとおりでござい
ますが、２００８年前半は当工種が中心となります。
　２年後の試験湛水へ向け、本年も施工会社一体となって、工事の安全はもちろんのこと、地元の
皆様方と共にある工事を進めてまいる所存でございますので、何卒宜しくお願い申し上げます。
　寒さ厳しき折、くれぐれもご自愛くださいませ。

＊現場見学をご希望される方は、お気軽に当企業体もしくは竹田ダム建設事務所にご連絡下さい。

右岸貯水池対策工状況

　稲葉ダムでは、貯水池内に透水性の高い地質が広がっているため、左右両岸の傾斜部にお
いてコンクリートフェーシングを採用しております。今般、左岸のうち中流部のコンクリートフェー
シングが天端まで到達しましたのでご紹介させていただきます。
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